












































































































































































































































































































































































































































































































] ）たとえば、歌川凶貞画 「俣野五郎景尚 ・真田与一 ・義貞（石投げ）」（文化後期）の景尚も突出し
たH玉の持ち主としてもwかれている。武者絵の特徴については、岩切友里子「浮世絵武者絵の流
れJ（『浮附絵武者絵展J町田市立国際版画美術館、 2003年、 125頁） では論じられている。
2) J－.問望氏は 『絵本三国志』が 『三国志演義』「遺香堂本」から影響を受けていると指摘している
（上問望 『金沢大学中国語学中国文学教室紀要J第9輯、 2006年 3月）。
3) 『料瑚通Jに紹介されている中国精進料理 「普茶料理」の挿絵にもこのようなコップが描かれる。























『料理通』は吉井始子編 『江戸時代料理本集成』第10巻 （臨川書店、 1981年）による。
※掲載を許可してくださった図書館、文庫や出版社に深く御礼を申し上げます。
＊討議要旨
津田虞弓氏は 『三国志闇伝Jは十返舎一九が、 一九という号ではなく本名の重仕lを刑いて書く意識
というものが、文章の上でも表れているか、と尋ね、発表者は通俗本とは違った観点から全体をとら
えようという態度が見られる点や、また一九の作によくある笑いの要素は排除され、 生真両日に 『三
同志』に向き合おうとする態度がうかがわれる旨を述べた。大高洋司氏は、 『三国志商伝jは一九の
晩年の作品であるが、これは生前書き溜めていたものなのか、と尋ね、発表者は造作と考えていると
答えた。
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